
 

 

 

 

 

 

 

『四季折々のおいしいくだものに囲まれた、香り豊かでにぎわいのあるまち』 

 

「豊かな自然環境や歴史資源を生かし、子孫に引き継ぐ美しいまち」 

「子どもや高齢者にやさしく、安全に安心して生活できるまち」 

「地産・地消で農家と消費者がともに手を取り合うまち」 

                                   塩竈神社の境内から見た田園風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 利便性の高い住宅地と豊かな自然環境が混在する地域の強みを活かした地域活性化 

(2) 笹谷公共用地の利活用 

(3) ひとり暮らしの高齢者、高齢者世帯の増加による日常生活、防災、防犯への不安 

(4) 地域活動の担い手の高齢化となり手の不足 

(5) 農家の担い手の高齢化、後継者の育成 

(6) 少子化による地域の衰退と若者が安心して暮らせる地域づくり 

(7) 白和瀬神社等をはじめとする寺社や史跡名勝の保存・伝承と利活用 

(8) 有害鳥獣被害防止対策 

ふくしま共創のまちづくり計画 

信 陵 地 区 

作 成：信 陵 地 区 地 域 の 個 性 を 生 か し た 

作 成：ま ち づ く り 計 画 策 定 懇 談 会  

事務局：信陵支所内 

電 話：（０２４）５５７－６００１ 

地域ビジョン 

地域の個性 

【位   置】  市域の北西部に位置し、東西に長い形状をしており、東側の笹谷地区と西側の大笹生地区で 

構成されています。 

【交   通】  地区内を飯坂街道（主要地方道福島・飯坂線）に加え、フルーツライン（主要地方道上名倉・

飯坂・伊達線）などの幹線道路が走り、また、福島交通飯坂線が運行し、笹谷駅、桜水駅は

中心市街地への通勤・通学等に利用されています。さらに、東北中央自動車道 福島大笹生

ＩＣの開通に伴い、交通利便性の向上と地域活性化が期待されています。 

【公共施設等】  十六沼公園、ふくしまスカイパーク（福島市農道離着陸場）、福島おおざそうインター工業団 

地に加え、現在建設中である（仮称）道の駅ふくしまなどの大規模施設を有しています。 

【自然環境】   地区の東側の多くは平たん地であり、中央から西側にかけては農地が広がり、その奥は奥羽 

山脈に続く山岳地帯を形成しています。 

【地区の成り立ち】旧笹谷村（下大笹生村と大谷地村が合併）と旧大笹生村（上大笹生村と町大笹生村が合併） 

が昭和３０年に福島市に合併編入し、現在の信陵地区を構成しています。 

         歴史的にも重要な多くの寺社仏閣をはじめ、白和瀬神社や史跡片目清水など、多くの名所旧

跡や歴史資源があります。 

【特産物】    フルーツライン（主要地方道上名倉・飯坂・伊達線）周辺をはじめとして果樹園が広がり、

モモ、ナシ、リンゴ、ブドウ、サクランボが特産品として栽培されているほか、大規模米作

も行われるなど多種多様な農作物が栽培されています。 

⑴ 花いっぱい運動：共同作業を通して地域環境の美観整備に取り組んでいます。 

⑵ 地域の美化緑化活動：不法投棄物（ごみ）の回収や不法投棄防止看板周辺の刈払い作業、公園・ 

道路の清掃など公共空間の美化と保全に取り組んでいます。 

⑶ 見守り隊活動：子どもを見守る安全パトロールや防犯パトロールに取り組んでいます。 

⑷ 交通安全啓発活動：街頭での啓発活動に加え、カーブミラーの清掃に取り組んでいます。 

⑸ 地域広報活動：広報「ささや」を発行し、地域の各種団体の活動状況や地域の話題を提供してい 

ます。 

⑹ 地域団体研修活動：地区団体が協力して主催する研修会や交流会を実施しています。 

⑺ 防災組織活動：信陵地区防災訓練を実施するなど地域の自主防災への取り組みを行っています。 

⑻ 地域コミュニティ等支援事業：眺望豊かな鬼越山に花木の植栽を行っています。 

⑼ 地域の催事への協力：地区民大運動会、信陵地区ウォークラリー大会、信陵地区スポーツ・レク 

リエーションまつり、信陵夏祭り等に協力しています。信陵地区防災訓練の様子 

⑽ 祭礼への協力：地元神社等の祭礼への協力を行っています。 

地域課題 
 

地域の取り組みの実績 

地域の強みとなる資源 

⑴ 東北中央自動車道 福島大笹生ＩＣの開通 

観光、農業、企業活動、スポーツ交流拡大などの効果が期待されています。 

⑵ （仮称）道の駅ふくしまの建設 

道の駅の建設により、観光、農業、賑わいの創出等の効果が期待されています。 

⑶ 十六沼公園 

天然芝サッカー場や屋根付運動場の開場に伴い、更なる利用者増、スポーツ交流拡大等の効

果が期待されています。 

⑷ ふくしまスカイパーク（福島市農道離着陸場） 

世界的に著名なパイロットである室屋義秀氏が拠点としているほか、様々なイベントに利活

用されています。 

⑸ 福島交通飯坂線 

大正１３年に開業した鉄道路線で、地区内には笹谷駅、桜水駅の両駅を有しており、中心市

街地への通勤・通学等に利用されています。 

信陵地区 市全体

48.80㎢ 767.72㎢

14,446

（市全体の5.2%）

1,581 31,659

10.9% 11.5%

8,236 161,424

57.0% 58.5%

4,629 82,883

32.0% 30.0%

6,357世帯 123,906世帯世帯数

信陵地区の基礎データ（R2.9末現在）

項　目

面　積

人口（人） 275,966

15歳未満

15～64歳

65歳以上



 

Ⅰ 地域の活性化                           

【方 針１】 町内会など住民自治組織を中心として、住民が自ら地域づくりに努め、地域の活性化 

を推進します。 

 （拡充）地区民大運動会、信陵地区ウォークラリー大会、信陵地区スポーツ・レクリエーションま 

つり、信陵夏祭り等の地域におけるイベントに積極的に協力するとともに、イベント開催 

時にあたっては積極的に広報を実施し若年層の参加を促します。 

 （新規）関係団体との連携を図りながら（仮称）道の駅ふくしま整備事業へ協力します。 

（拡充）広報「ささや」の充実により、分かりやすい地域情報を提供します。 

（継続）花いっぱい運動を通し地域環境の美観整備に取り組みます。 

 （継続）地区団体が協力して主催する研修会や交流会を実施します。 

 （新規）関係団体との連携を図りながら笹谷公共用地の利活用に協力 

     します。 

 

                                     視察研修の様子 

Ⅱ 安全・安心・住みよいまちづくり                   

【方 針１】 防犯、交通安全のための活動を積極的に推進します。 

 （継続）子供を見守る安全パトロールを実施します。 

 （継続）交通安全啓発活動やカーブミラーの清掃を実施します。 

 （拡充）「わんわんパトロール隊」を組織し、既存の防犯パトロールに加え、犬の散歩時における防

犯パトロールとフン害等迷惑行為の防止活動を実施します。 

 （新規）地域の防犯力強化のため、地区防犯協会主催による防犯講演会を実施します。 

 

【方 針２】 防災に対する住民意識を高め、災害に強い地域づくりを目指します。 

 （継続）実行委員会を組織し、信陵地区防災訓練を実施します。 

 （新規）防災訓練に若年層の参加を促すなど、幅広い世代の住民の防災意識を高めます。 

 （新規）地区集会所を避難所として活用することにより、身近な避難場所の確保を図ります。 

 （新規）消防団活動への理解を深め、新規団員加入促進を図ります。 

 

Ⅲ 環境・衛生                            

【方 針１】 住みよい住環境づくりへの理解を深め、快適な生活環境の保全を推進します。 

（継続）不法投棄物（ごみ）の回収や不法投棄防止看板周辺の刈払い作業、公園・道路の清掃など 

公共空間の美化と保全に取り組みます。 

 （拡充）広報活動を通して地域住民にごみ出しのルールの周知を図るとともに、不法投棄監視員を 

     中心とした不法投棄防止及びごみの飛散防止に取り組みます。 

 （新規）有害鳥獣被害防止対策の強化に向けた取り組みを進めます。 

 

 

 

Ⅳ 地域資源の利活用                         

【方 針１】 地域資源を活用し、五感にアピールする地域づくりを推進します。 

 （継続）十六沼公園内の眺望豊かな鬼越山に植栽を行い、季節の花木が咲き誇る山に整備します。 

 （継続）地域の歴史を学んだり、フィールドワークの拠点となる信陵学習センターの利活用の充実 

を図ります。 

 （継続）歴史的にも重要な寺社仏閣をはじめとする史跡名勝を活用し、地域の魅力づくりに繋げ 

ます。 

 （継続）優良農地や豊かな自然を保全する取り組みを進めるとともに、地域の特産物であるモモ、 

     ナシ、リンゴ、ブドウ、サクランボを利用した観光農業の振興に努めます。 

 

 

Ⅴ 住民ネットワークと交流                      

【方 針１】 高齢者や障がい者などの要支援者等を支える地域ネットワークを構築します。 

（継続）地域のイベント等へ積極的に参加してもらう取り組みを進めるとともに、ふれあいサロン 

の拡充に努めます。 

（継続）民生児童委員を中心に気軽に相談できる環境づくりを進めます。 

 

【方 針２】 住民相互の交流による生きがいづくりや若年世代の定着を促進します。 

 （継続）子育てサロン活動の充実による相互交流に努めます。 

 （継続）ふれあいサロン、子育てサロン活動を通して相互に交流を深め、心の健康増進に繋げます。 

 

 

Ⅵ 健康づくり                            

【方 針１】 超高齢社会に対応するため、健康寿命延伸に向けた取り組みを推進します。 

 （継続）地域づくり協議体や各種サークル、団体と連携し「いきいきももりん体操」など年齢や性

別に応じた健康づくりの取り組みを進めます。 

 （新規）感染症予防を意識した健康づくりを進めるとともに、「新しい生活様式」の普及・推進に 

     努めるなど、感染症に強い健康な身体づくりに取り組みます。 

 （拡充）地域における健康活動として実施している早朝ラジオ体操の広報・拡充を図ります。 

重点的な取り組み 

 

 

 


